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日米中 3国間の農産物貿易構造（1）
― 日米・米中間貿易の近年の動向 ―
千　葉　　　典 *
The Structure of Agricultural Trade among U.S., China and Japan （1）
― Recent Trends of Agricultural Trade between U.S. and the Others ―
CHIBA, Tsukasa
This article has analyzed recent trends of agricultural trade between U.S. and East Asia, 
especially China and Japan.
East Asia is the most important partner area for agricultural export by the U.S., a third 
of which is directed there. Japan imported 13.5 billion dollars of agricultural products from 
the U.S. in 2012, 43% of which were grains and feeds. Though the value of Japan’s import 
has increased in the 2000s, its quantity has been stagnant or decreasing in several 
products, because of price increase in the period. However, Japan is still an important 
partner of agricultural trade for the U.S. as a stable importer.
China’s agricultural import from the U.S. has dramatically increased since the later 
2000s. Its value of agricultural import from the U.S. exceeded that of Japan in 2009 and 
reached 25.9 billion dollars in 2012. About 60% of it was composed of oilseeds and their 
products, almost all of which was soybeans. Moreover, China’s corn import has skyrocketed 
since 2010. These trends seem to show the possibility of more expanded U.S. agricultural 
export to the area in the future.
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問題の所在
膨大な貿易赤字を抱える米国にとって、農産物貿易は数少ない黒字部門であり、米国の貿易
戦略において今日もなお重要な位置を占めている。2012 年の農産物輸出額は 1413 億ドルに上
り、輸入額 1033 億ドルを差し引いても 380 億ドルの黒字を計上している１）。そのうち、日本と
中国を含む東アジア地域２）への輸出は 520 億ドルと全体の 36.8％を占め、地域別では最大の輸
出対象となっている。
本研究の目的は、21 世紀に入ってからの日本・米国・中国の 3国間における農産物貿易の構
造を、近年の動向に着目しながら描き出すことである。その中心的作業として、本稿では 3国
間の農産物貿易の流れの中軸となっている米国に焦点を定め、まず貿易相手地域別・分類項目
別分析をつうじて同国の農産物貿易の構造の全体的把握を試みる。次いで、米国と日本、米国
と中国との間の農産物貿易の動向を、米国の主要な輸出・輸入品目別に検討する。さらに、上
記の各国間における米国の主要産品輸出について近年の動向を分析し、生じつつある変化の動
向を探る。以上の作業をつうじて、日米中 3国間における農産物貿易構造のうち、米国を軸と
する部分の全体的構造が明らかにされるはずである。
1．米国の農産物貿易の概況（地域別分析）
米国の農産物輸出は、21 世紀に入ってから金額ベースで順調に拡大してきた。世界全体への
輸出額は、2002 年の 531 億ドルから拡大の一途をたどり、穀物価格が高騰した 2008 年には
1148 億ドルと、ついに 1000 億ドルを突破した（第 1表）。翌年には農産物価格が以前の水準に
回復し、輸出額の増加が落ち着きを見せるかに思われたが、2010 年から再度上昇に転じ、2012
年には輸出総額 1413 億ドルと、10 年間で 2.7 倍の増加を記録した。
なかでも東アジア地域は、米国にとって最大の農産物輸出地域であり、すでに 2002 年の時
点において当該地域向け輸出は 162 億ドル、全体の 30.5％を占めていた。その後は年次によっ
て多少の変動はあるものの、概して輸出総額と同様に増加傾向を示し、2012 年には 520 億ドル
と 10 年間の増加は金額ベースで 3.2 倍に上り、当該地域の構成比は 36.8％へと拡大した。そ
の他の地域への輸出は、北米３）向けが 395 億ドル（構成比 28.0％、以下同様）、EU28 ヵ国４）
向け 101 億ドル（7.1％）東南アジア向け 96 億ドル（6.8％）、中東向け 60 億ドル（4.2％）と
続き、米国にとって東アジアと北米とが二大輸出対象地域となっていることが知られる。
とりわけ中国は米国にとって、過去 10 年間で急激に農産物輸出の中軸に躍り出たと言って
よい。2002 年の中国向け輸出額は 21 億ドル（3.9％）、香港向けを含めても 32 億ドル（5.9％）
に過ぎず、日本向けの 89 億ドル（15.8％）をはるかに下回っていた。ところが、その後 5年
間で中国向け農産物輸出額は 4倍以上に増加し、2009 年には 131 億ドルを記録して日本の 11
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億ドルを凌駕する。そして 2012 年には 259 億ドルと 1国のみで米国の輸出の 18.3％を占める
に至り、香港向けを含めると 293 億ドルとその構成比は 20.7％に達した。これに日本向けの
135 億ドル（9.6％）を加えると、実に米国の農産物輸出の 30.3％が中国・香港及び日本向けと
いうことになる。農産物貿易における日米中 3国の関係が注目される所以である。なお、東ア
ジア地域向け輸出に占める日中両国のシェアをみると、2002 年には日本向け 51.7％に対して
中国向け 12.8％と前者が過半を占めていたのに対して、2012 年には前者が 26.0％、後者が
49.7％とほぼ半分に達し、日中両国の関係が逆転している点にも注目しておく必要があろう。
第 1表　米国の農産物輸出入（地域別）
輸出 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
北米 14,053 15,531 15,903 17,205 18,243 20,050 22,833 26,756 31,762 28,658 31,482 37,386 39,549
カリブ地域 1,408 1,400 1,518 1,590 1,850 1,913 2,114 2,575 3,592 3,082 3,172 3,417 3,529
中米 1,121 1,234 1,252 1,338 1,429 1,589 1,832 2,363 3,106 2,553 2,904 3,730 3,503
南米 1,704 1,704 1,790 1,912 1,955 1,943 2,364 3,510 5,334 3,459 4,240 5,271 5,429
EU28 カ国 6,516 6,681 6,405 6,739 6,957 7,059 7,413 8,759 10,092 7,455 8,925 9,677 10,068
EU以外の欧州 490 690 597 337 250 284 323 392 527 455 386 481 464
旧ソ連地域 12 ヵ国 670 1,060 695 740 1,112 1,227 1,025 1,665 2,304 1,736 1,461 1,560 2,142
東アジア 16,823 16,650 16,207 19,956 19,193 18,581 21,416 26,282 36,095 33,109 40,671 46,869 52,021
　中国 1,716 1,939 2,068 5,017 5,542 5,233 6,712 8,314 12,115 13,109 17,564 18,891 25,855
　中国＋香港 2,980 3,166 3,159 6,131 6,455 6,105 7,689 9,482 13,829 15,118 20,367 22,204 29,259
　日本 9,292 8,884 8,384 8,906 8,147 7,931 8,390 10,160 13,223 11,072 11,784 14,056 13,499
東南アジア 2,645 2,963 2,892 3,057 3,113 3,309 3,629 4,984 6,992 6,209 7,581 9,586 9,585
南アジア 409 702 629 675 703 653 700 1,162 1,122 1,296 1,513 1,829 1,464
オセアニア 490 473 512 621 601 742 760 963 1,189 1,282 1,389 1,601 1,778
中東 2,323 2,224 2,260 2,549 2,833 2,844 3,332 4,952 6,650 4,745 5,993 7,657 5,988
北アフリカ 1,571 1,455 1,369 1,406 1,564 1,282 1,760 3,256 3,165 2,251 3,418 4,113 3,108
サブサハラアフリカ 737 650 928 1,083 1,390 1,491 1,327 1,931 2,649 1,930 2,307 2,966 2,643
その他 306 262 187 186 224 216 124 441 183 234 376 225 N
世界計 51,265 53,679 53,143 59,392 61,418 63,182 70,950 89,992 114,761 98,454 115,820 136,369 141,270
輸入 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
北米 13,787 15,159 15,881 16,616 18,741 20,618 22,842 25,462 28,908 26,103 29,855 34,772 36,635
カリブ地域 328 337 357 383 360 371 449 451 442 520 580 590 627
中米 2,133 1,905 1,963 2,136 2,273 2,562 2,836 3,200 3,623 3,346 3,784 4,913 5,243
南米 4,864 4,429 4,755 5,390 6,210 7,375 8,168 8,886 9,591 9,488 10,445 13,316 12,454
EU28 カ国 8,387 8,271 9,016 11,079 12,494 13,508 14,556 15,377 15,629 13,448 14,454 16,177 16,879
EU以外の欧州 217 214 243 263 313 328 384 547 808 770 769 912 1,020
旧ソ連地域 12 ヵ国 48 37 40 48 58 44 53 76 82 69 62 76 95
東アジア 1,570 1,561 1,801 2,055 2,535 2,762 3,205 3,890 4,524 3,922 4,554 5,295 5,896
　中国 811 819 1,008 1,291 1,612 1,873 2,266 2,918 3,448 2,876 3,369 3,995 4,534
　中国＋香港 897 896 1,101 1,364 1,677 1,939 2,331 2,989 3,523 2,947 3,447 4,080 4,621
　日本 369 358 373 373 444 422 454 446 510 506 558 588 589
東南アジア 2,871 2,417 2,661 3,437 4,233 4,524 5,426 6,214 8,415 6,218 8,626 12,137 10,295
南アジア 888 747 737 760 940 1,003 1,153 1,283 1,760 1,371 1,751 2,878 5,601
オセアニア 2,790 3,092 3,155 3,505 4,205 4,275 4,252 4,491 4,376 4,052 4,083 4,481 5,074
中東 427 521 455 570 600 706 704 844 765 810 764 857 975
北アフリカ 92 77 101 126 151 132 200 223 281 291 295 349 319
サブサハラアフリカ 776 768 849 1,086 1,110 1,322 1,230 1,123 1,458 1,439 1,997 2,381 2,117
その他 N N N N N N N N N N N N N
世界計 39,179 39,536 42,012 47,453 54,222 59,530 65,459 72,067 80,662 71,849 82,018 99,135 103,300
注：統計上の不突合は四捨五入処理による。Nはデータが存在しないことを示す。
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats/ExpressQuery1.aspx）より作成。
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米国の農産物輸入に目を転じると、輸出同様に金額ベースでの増加が著しく、2002 年の 420
億ドルから 2012 年の 1033 億ドルへと、10 年間で 2.5 倍になった。輸入相手地域の筆頭は北米
であり、当該地域からの輸入は 2012 年に 366 万ドル（構成比 35.5％、以下同様）と農産物輸
入の 3分の 1以上を依存している。次いで EU28 ヵ国から 169 億ドル（16.3％）、南米から 125
億ドル（12.1％）、東南アジアから 103 億ドル（10.0％）を輸入しており、これら 4地域からの
輸入で総額の 73.8％を占めることになる。北米と南米からの輸入構成比は、21 世紀に入って
から前者が 35％前後、後者が 12％前後でほぼ安定的に推移しているが、東南アジアの構成比
は 2002 年の 6.3％からやや増加して近年では 1割前後を占めるようになり、他方で今世紀初頭
に 2割を超えていた EUからの輸入構成比は、2000 年代後半に入ってから低下傾向にある。
これに対して、東アジア地域からの輸入は 2002 年の 18 億ドルから 2012 年の 59 億ドルへと 3.3
倍に増加しているものの、2012 年の構成比はわずか 5.7％（うち中国からが 4.4％）に過ぎず、
輸入相手としてはきわめてマイナーな存在と言わざるを得ない。
輸出入を合算して米国の農産物貿易収支の動向をみると、総額ベースでは 2000 年代中頃に
いったん黒字が減少し、その後増加したことがわかる。2002 年に 111 ドル億であった農産物貿
易黒字は、2005 年に 37 億ドルまで低下したが、その後は上昇に転じ、輸出額の激増を反映し
て 2012 年には 380 億ドルに達している。このうち、東アジア地域は一貫して最大の出超地域
となっており、黒字額は 2002 年の 144 億ドルから 2012 年の 461 億ドルへと 3.2 倍に膨れあがっ
た。その他の出超地域は、中東（2012 年の黒字 50 億ドル、以下同様）、北アフリカ（28 億ドル）、
カリブ地域（29 億ドル）と、おもに開発途上地域が中心となっている。北米地域に対しては、
2006 年までほぼ収支均衡状態にあったが、2007 年以降は恒常的に黒字を計上するようになり、
2012 年には 29 億ドルとカリブ地域に肩を並べる水準に達した。サブサハラアフリカに対して
も 2004 年以降継続的に出超を記録しているが、ここ数年の黒字額は 5億ドル前後にとどまっ
ており、有力な貿易相手とは言い難い。他方、おもな入超地域は、南米（2012 年の赤字 70 億
ドル、以下同様）、EU28 ヵ国（68 億ドル）、南アジア（41 億ドル）、オセアニア（33 億ドル）
であり、これらのうち近年赤字が急増した南アジア以外は、恒常的な入超地域となっている。
また、年次による変動が激しいものの、東南アジア地域に対しても 2003 年以降は入超状態が
継続している。
2．米国の分類項目別農産物貿易の動向
米国の農産物輸出のうち、農務省の分類による最大の項目は穀物・飼料であり、2000 年代に
は総額の 25％～ 30％を占めていたが、直近の動向には注目すべき変化が生じている（第 2表）。
2011 年の輸出額は、穀物・飼料が 378 億ドル（構成比 27.7％、以下同様）、油糧種子及び加工
品が 267 億ドル（19.6％）と、前者と後者の間に 100 億ドル以上の差があったが、2012 年には
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後者が急伸して、穀物・飼料が 310 億ドル（21.9％）、油糧種子及び加工品が 357 億ドル（25.3％）
と、両者の関係が逆転した。ただし、2013 年 1 月～ 9月期の輸出額は、前者が 237 億ドルで前
年同期比－3％、後者が 177 億ドルで前年同期比－13％と、穀物・飼料の輸出が再び大きく上回っ
ており、上記の変化が継続的なものか否かは予断を許さない。
これらに続いて輸出額の大きいカテゴリーが園芸作物で、2002 年の 115 億ドル（21.7％）か
ら 2012 年には 295 億ドル（20.9％）へと 10 年間で 2.6 倍に伸びているが、輸出総額に占める
構成比は 20％前後で安定的に推移している。家畜及び肉類の輸出がこれに続き、2012 年の輸
出額は 185 億ドル（13.1％）に上る。その他の分類項目については、輸出額 70 万ドル未満、
構成比 5％未満といった水準にとどまっている。
東アジアに対する輸出の内訳も世界合計と似た傾向にあるが、今世紀に入ってからの変化は
少々異なっている。2002 年の時点で最大の分類項目は家畜及び肉類であり、輸出額は 43 億ド
ル（26.7％）と当該地域への輸出の 4分の 1を超えていた。その後、米国における BSEの発
生等による輸入国側の禁輸措置の影響を受けて、2000 年代中頃は 30 万ドル前後まで輸出が減
少し、過去の水準まで戻してから 2010 年以降に急増、2012 年の輸出額は 81 億ドルに到達した
が、その構成比は 15.7％と、2000 年代中頃に落ち込んだ水準から回復していない。他方、大
きく構成比を伸ばしたのが油糧種子及び加工品である。2002 年の輸出額は 29 億ドル（17.7％）
で、家畜及び肉類はもとより穀物・飼料の 43 億ドル（26.4％）にもはるかに及ばなかったが、
2004 年には家畜及び肉類を、2009 年には穀物・飼料を凌駕し、2012 年には輸出額 181 億ドル
（34.9％）と、東アジア向け輸出項目の筆頭に躍り出た。同年の穀物・飼料の輸出額は 113 億
ドル（21.6％）で、穀物価格が高騰した 2008 年に比べると分類別構成比を 10％以上落として
いるが、依然として輸出第 2位の地位を維持している。園芸作物の輸出は、2002 年の 28 億ド
ルから 2012 年の 72 億ドルへ 10 年間で 2.6 倍に伸長したが、この間に分類別構成比は 17.0％
から 13.8％へと低下してしまった。
東アジア向け油糧種子及び加工品輸出の劇的な伸びを支えたのが、中国による輸入の激増で
ある。2002 年の中国向け輸出は 10.3 億ドルに過ぎなかったが、同年の輸出総額 20.7 億ドルの
49.7％を占め、かねてより最大の輸出分類項目であった。とくに 2000 年代後半に入ってから
の増加ペースは凄まじく、2007 年には 40 億ドル、2008 年には 70 億ドル、2010 年には 100 億
ドルを突破し、2012 年には 152.7 億ドル、中国向け農産物輸出の実に 59.0％が油糧種子及び加
工品であった。他方、日本向け輸出の増加ペースは緩慢であり、2002 年の 9.9 億ドル（11.8％）
から 2012 年の 14.2 億ドル（10.5％）へと、10 年間で 22.9％の増加にとどまっている。
これに対して、東アジア向け穀物・飼料輸出についてはその過半を日本が占めており、2002
年の輸出 30.5 億ドル（36.4％）は東アジア向け輸出総額 42.9 億ドルの 71.2％に相当していた。
2008 年の穀物価格高騰以後、輸出額は 50 億ドルを超える高い水準に張りついており、2012 年
の輸出は 57.9 億ドル（42.9％）と対日農産物輸出に占める構成比をいっそう高め、東アジア向
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第 2表　米国の分類項目別農産物輸出
世界計 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 12,950 13,136 13,732 14,380 16,975 15,776 18,516 27,228 36,007 24,665 28,479 37,756 30,987
園芸作物 11,029 11,222 11,534 12,620 14,007 15,507 17,078 18,551 21,107 21,052 23,587 26,625 29,500
油糧種子及び加工品 9,325 9,893 10,251 12,305 11,108 10,830 11,912 16,208 24,443 24,598 27,823 26,683 35,704
家畜及び肉類 8,569 8,927 8,373 9,090 6,585 7,695 9,037 10,504 13,031 11,503 14,387 18,125 18,534
綿花等 1,893 2,174 2,031 3,376 4,251 3,929 4,514 4,589 4,812 3,365 5,890 8,466 6,255
食鳥及び加工品 2,235 2,636 2,064 2,287 2,577 3,138 2,934 4,094 5,053 4,775 4,806 5,629 6,254
砂糖及び熱帯産品 2,320 2,581 2,296 2,475 2,515 2,765 3,116 3,613 4,042 3,952 4,739 5,746 6,290
酪農品 980 1,086 945 997 1,453 1,629 1,832 2,978 3,753 2,235 3,689 4,779 5,124
たばこ及び加工品 1,204 1,269 1,050 1,038 1,044 990 1,141 1,208 1,238 1,159 1,168 1,149 1,101
種子 761 755 867 824 902 923 870 1,020 1,277 1,150 1,252 1,411 1,522
合計 51,265 53,679 53,143 59,392 61,418 63,182 70,950 89,992 114,761 98,454 115,820 136,369 141,270
対東アジア （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 4,098 4,089 4,286 4,392 5,853 4,847 5,897 7,607 11,573 8,570 9,844 12,952 11,261
園芸作物 2,917 2,806 2,755 2,899 3,149 3,215 3,302 3,607 3,947 4,380 5,074 5,910 7,176
油糧種子及び加工品 2,814 2,692 2,869 5,016 4,303 4,144 4,545 6,848 10,670 12,086 14,168 13,310 18,141
家畜及び肉類 4,879 4,854 4,333 5,024 2,775 3,075 3,525 4,204 5,372 4,649 6,168 7,949 8,143
綿花等 460 519 521 1,208 1,871 1,855 2,465 1,893 2,056 1,138 2,661 3,343 3,829
食鳥及び加工品 706 707 558 530 329 532 667 929 1,187 1,156 1,230 1,505 1,332
砂糖及び熱帯産品 359 409 366 393 392 439 446 480 463 449 533 628 767
酪農品 230 245 212 200 240 260 329 468 533 380 619 930 1,008
たばこ及び加工品 255 233 214 195 175 108 124 124 157 158 192 151 163
種子 106 95 93 98 108 106 114 120 137 145 183 190 202
合計 16,823 16,650 16,207 19,956 19,193 18,581 21,415 26,282 36,095 33,109 40,671 46,869 52,021
対日本 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 2,843 2,747 3,052 3,120 3,448 3,242 3,726 4,721 6,936 5,228 5,310 6,867 5,786
園芸作物 1,726 1,617 1,573 1,578 1,690 1,698 1,684 1,768 1,735 1,713 1,874 1,997 2,216
油糧種子及び加工品 946 918 988 1,158 1,203 1,088 1,097 1,382 1,717 1,431 1,454 1,293 1,423
家畜及び肉類 2,927 2,800 2,097 2,424 1,219 1,322 1,364 1,667 2,160 2,213 2,522 3,059 3,249
綿花等 136 112 100 112 92 81 77 106 130 40 65 133 54
食鳥及び加工品 173 182 98 83 62 90 79 71 88 75 101 151 116
砂糖及び熱帯産品 179 176 177 170 167 195 183 189 185 180 202 221 308
酪農品 105 101 96 83 101 106 114 185 208 131 204 277 284
たばこ及び加工品 195 173 150 128 105 57 8 8 L L L L L
種子 60 58 52 48 60 52 58 62 64 61 54 57 61
合計 9,292 8,884 8,384 8,906 8,147 7,931 8,390 10,159 13,223 11,072 11,784 14,056 13,499
対中国 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 50 48 60 82 532 133 86 100 119 409 1,116 1,714 2,611
園芸作物 115 161 171 296 356 314 363 375 445 577 677 834 1,100
油糧種子及び加工品 1,035 1,039 1,027 3,005 2,379 2,276 2,616 4,292 7,444 9,301 11,415 10,745 15,265
家畜及び肉類 323 494 520 614 661 784 946 1,125 1,298 850 1,331 2,028 2,242
綿花等 57 46 141 764 1,417 1,403 2,067 1,461 1,621 862 2,213 2,623 3,430
食鳥及び加工品 53 49 60 118 24 167 348 629 773 733 231 249 435
砂糖及び熱帯産品 34 44 38 71 66 66 77 80 89 69 97 122 141
酪農品 22 40 32 39 59 62 116 154 179 137 237 362 415
たばこ及び加工品 1 1 L 4 23 2 61 66 108 121 152 117 119
種子 26 15 18 24 26 28 32 32 39 49 93 96 98
合計 1,716 1,939 2,068 5,017 5,542 5,233 6,711 8,314 12,115 13,109 17,564 18,891 25,855
対中国＋香港 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 90 86 88 114 570 172 132 147 162 458 1,180 1,788 2,696
園芸作物 546 558 543 663 717 687 770 889 1,166 1,645 1,947 2,395 3,079
油糧種子及び加工品 1,067 1,063 1,058 3,030 2,403 2,305 2,659 4,334 7,491 9,338 11,469 10,808 15,300
家畜及び肉類 552 757 768 949 871 960 1,204 1,458 1,924 1,399 1,978 2,725 2,955
綿花等 121 121 204 830 1,478 1,466 2,133 1,525 1,670 910 2,249 2,640 3,456
食鳥及び加工品 449 414 348 354 185 299 456 741 939 938 903 1,072 905
砂糖及び熱帯産品 76 86 74 106 103 105 110 121 125 107 141 172 203
酪農品 49 63 51 50 70 73 126 162 195 146 251 383 442
たばこ及び加工品 1 1 3 8 30 6 62 69 116 125 152 120 120
種子 30 16 23 30 29 32 35 36 42 52 97 101 102
合計 2,980 3,166 3,159 6,131 6,455 6,105 7,688 9,482 13,829 15,118 20,367 22,204 29,259
注：統計上の不突合は四捨五入処理による。L は 50 万ドル未満（四捨五入時 100 万ドル未満）を示す。
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats/ExpressQuery1.aspx）より作成。
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け穀物・飼料輸出 112.6 億ドルに対しても 51.4％と、依然として半分以上が日本向けの状況に
ある。他方、中国向け穀物・飼料輸出は近年に至るまで低水準にとどまり、2004 年を例外とし
て 1億ドル程度を上下していたが、2009 年に 4億ドル、10 年に 11 億ドルを突破し、12 年には
26.1 億ドル（10.1％）と過去 4年間に急増しており、その動向から目が離せない。
その他の分類項目について付言すると、日本向けの輸出では家畜及び肉類が 2008 年以降第
2位となっており、2012 年には 32.5 億ドル（24.9％）を輸出しているほか、園芸作物がこれに
続き 22.2 億ドル（16.4％）で第 3位の地位を占めている。他方、中国向け輸出の第 2位は綿花
等で同年の輸出額は 34.3 億ドル（13.3％）、穀物・飼料を挟んで第 4位に家畜及び肉類が入り、
輸出額は 22.4 億ドル（8.7％）であった。
米国の分類項目別農産物輸入に目を転じると、まず園芸作物と砂糖及び熱帯産品が突出して
いることを指摘できる（第 3表）。2012 年の輸入総額 1032 億ドルのうち、前者が 424 億ドル
（42.1％）、後者が 269 億ドル（26.1％）であり、両者で約 7割を占めている。前述のとおり、
東アジアからの農産物輸入は米国にとってマイナーな存在だが、そのなかでは園芸作物の存在
が非常に大きく、2001 年以降は常に過半を占めてきた。同じく 2012 年の対東アジア輸入 59.0
億ドルのうち、園芸作物は 33.0 億ドル（55.9％）となっている。当該地域における最大の輸入
相手国は中国であり、同年の輸入額 45.3 億ドルは対東アジア輸入全体の 76.9％に相当する。
したがって、上記の傾向は中国からの輸入動向を反映しており、同年の中国からの園芸作物輸
入 25.3 億ドル（55.9％）が最大の分類項目であることは言うまでもない。また、マイナーな存
在とは言え、中国からの農産物輸入額が 2002 年の 10.1 億ドルからから 2012 年の 45.3 億ドル
へと 10 年間に 4.5 倍へと急増したことは、念頭に置いておくべきであろう。
これに対して、日本からの輸入はきわめてわずかであり、金額的にも 2002 年の 3.7 億ドル
から 2012 年の 5.9 億ドルへと 1.6 倍の増加にとどまっている。後者の輸出額の内訳では園芸作
物が 3.3 億ドル（55.9％）を占め、分類項目別で首位の座にあるが、米国の農産物輸入総額に
日本が占める割合は 2012 年でも 0.6％にとどまっており、米国からみればほとんど無視できる
水準に過ぎない。
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第 3表　米国の分類項目別農産物輸入
世界計 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 3,020 3,263 3,619 3,818 4,172 4,407 5,165 6,259 8,091 7,252 7,649 8,763 9,958
園芸作物 16,748 17,282 18,840 22,002 24,721 27,297 29,960 33,096 35,044 32,939 36,573 40,489 42,408
油糧種子及び加工品 1,924 1,657 1,805 2,125 3,130 3,106 3,612 4,477 6,914 4,926 5,553 8,486 8,536
家畜及び肉類 6,421 7,108 6,938 6,606 7,837 8,418 8,424 9,051 8,496 7,264 8,147 8,905 9,845
綿花等 28 27 25 28 18 20 15 14 12 1 7 17 8
食鳥及び加工品 289 280 315 311 410 393 404 476 459 390 501 540 626
砂糖及び熱帯産品 8,021 6,990 7,593 9,434 10,404 11,957 13,940 14,389 16,990 14,947 19,615 27,471 26,928
酪農品 1,689 1,800 1,771 2,013 2,399 2,676 2,625 2,842 3,075 2,472 2,481 2,804 3,063
たばこ及び加工品 569 710 701 690 690 750 714 794 811 888 701 752 958
種子 470 419 405 427 442 508 599 669 771 771 790 908 1,260
合計 39,179 39,536 42,012 47,453 54,222 59,530 65,459 72,067 80,662 71,849 82,018 99,135 103,230
対東アジア （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 199 200 229 271 300 347 462 518 570 562 679 798 906
園芸作物 752 803 922 1,066 1,287 1,471 1,724 2,244 2,676 2,254 2,592 3,038 3,297
油糧種子及び加工品 56 51 62 65 80 98 99 110 185 141 140 166 260
家畜及び肉類 102 118 145 160 266 193 234 280 305 299 300 334 402
綿花等 L L L L L L L L L L L L L
食鳥及び加工品 171 134 143 134 172 164 147 165 133 83 143 154 181
砂糖及び熱帯産品 225 210 251 299 362 411 453 484 565 482 578 659 670
酪農品 5 6 7 11 15 19 24 24 24 12 22 23 24
たばこ及び加工品 17 6 8 6 7 5 5 12 8 8 4 2 5
種子 43 35 34 43 45 53 57 53 57 79 96 121 150
合計 1,570 1,561 1,801 2,055 2,535 2,762 3,205 3,890 4,524 3,922 4,554 5,295 5,896
対日本 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 70 66 70 68 78 75 82 88 100 97 99 100 103
園芸作物 212 202 212 214 218 235 253 241 271 278 311 337 329
油糧種子及び加工品 30 27 26 29 30 31 32 31 44 40 47 49 50
家畜及び肉類 22 30 26 23 51 18 26 32 33 26 27 17 30
綿花等 N L L L L L L L L L L N L
食鳥及び加工品 1 L 1 L L L L L L L L 1 1
砂糖及び熱帯産品 19 19 22 21 50 48 42 41 48 52 60 70 62
酪農品 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
たばこ及び加工品 N N N N N N N N N N N N N
種子 16 14 15 16 15 14 17 12 13 12 11 13 13
合計 369 358 373 373 444 422 454 446 510 506 558 588 589
対中国 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 52 54 64 107 120 164 283 322 348 342 438 537 632
園芸作物 336 387 503 655 860 995 1,201 1,713 2,103 1,679 1,935 2,313 2,533
油糧種子及び加工品 16 15 21 26 38 56 55 66 124 83 73 94 185
家畜及び肉類 67 75 104 123 140 159 192 231 250 256 252 292 345
綿花等 L L L L L L L L L L L L L
食鳥及び加工品 134 113 115 114 148 143 125 139 113 71 125 134 162
砂糖及び熱帯産品 164 150 176 233 267 312 358 386 450 372 457 517 536
酪農品 2 2 1 2 7 9 13 13 11 1 7 4 7
たばこ及び加工品 17 6 8 6 6 4 5 12 8 8 4 2 5
種子 24 18 15 24 26 32 35 37 41 64 78 101 129
合計 811 819 1,007 1,291 1,612 1,873 2,266 2,918 3,448 2,876 3,369 3,994 4,534
対中国＋香港 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
穀物・飼料 64 64 79 122 132 177 297 337 362 356 454 552 646
園芸作物 397 441 558 698 901 1,037 1,241 1,758 2,151 1,723 1,984 2,365 2,587
油糧種子及び加工品 17 15 22 28 39 57 56 67 125 85 73 95 187
家畜及び肉類 69 76 106 125 143 160 193 232 251 257 254 294 348
綿花等 L L L L L L L L L L L L L
食鳥及び加工品 135 114 115 114 148 143 125 139 113 71 125 134 162
砂糖及び熱帯産品 171 159 195 244 275 319 365 393 459 382 468 530 550
酪農品 2 2 1 2 7 9 13 14 11 1 7 4 7
たばこ及び加工品 17 6 8 6 6 4 5 12 8 8 4 3 5
種子 25 18 16 25 27 32 36 38 42 65 79 102 129
合計 897 896 1,101 1,364 1,677 1,939 2,331 2,989 3,523 2,947 3,447 4,080 4,621
注：統計上の不突合は四捨五入処理による。L は 50 万ドル未満（四捨五入時 100 万ドル未満）、Nはデータが存在しないことを示す。
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats/ExpressQuery1.aspx）より作成。
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3．米国の農産物品目別輸出入の動向
米国の穀物・飼料の輸出総額は、2002 年の 137 億ドルから 2012 年の 310 億ドルへ、10 年間
で 2.3 倍の増加を記録した（第 4表）。その内訳をみると、最大の品目はとうもろこしで、2012
年の輸出は 93.4 億ドル（30.1％）、第 2位が小麦で 81.6 億ドル（26.3％）、第 3位が飼料・添加
物等 64.2 億ドル（20.7％）、これらに米が 20.6 億ドル（6.7％）で続いている。過去 10 年間に
おける増加率には、上記の順に 1.9 倍、2.3 倍、3.2 倍、2.7 倍とばらつきがみられるが、輸出
額の順位は一貫して変わっていない。
東アジア向けの輸出を全体的傾向と比較すると、とうもろこしと飼料・添加物等の比率が高
く、小麦と米の比率が低いことがわかる。当該地域への穀物・飼料の輸出額は、2002 年の 42.9
億ドルから 2012 年の 112.6 億ドルへ 2.6 倍に増加、2012 年の輸出はとうもろこし 52.1 億ドル
（46.3％）、飼料・添加物 28.6 億ドル（25.4％）、小麦 22.3 億ドル（20.4％）、米 3.3 億ドル（2.3％）
で、前者の 3品目で 9割以上を占める。これとほぼ同じ構造を示しているのが日本向け輸出だ
が、その伸びは緩慢であり、合計でも過去 10 年間で 30.5 億ドルから 57.9 億ドルへと 1.9 倍の
増加にとどまっている。2012 年の日本向け輸出は、とうもろこし 29.8 億ドル（51.5％）、飼料・
添加物 12.0 億ドル（20.8％）、小麦 10.8 億ドル（18.6％）、米 2.3 億ドル（4.0％）となっており、
とうもろこしがほぼ半分を占めている。
他方、中国は穀物・飼料について 2004 年の小麦大量輸入を除き 2008 年までほとんど自給状
態にあったが、ここ数年でとうもろこしと飼料・添加物の輸入が急増し、2010 年には同国向け
輸出総額が 10 億ドルを突破した。2012 年の輸出は、とうもろこし 13.1 億ドル（50.2％）、飼料・
添加物 9.8 億ドル（37.5％）、小麦 2.1 億ドル（8.2％）に上っており、結果として穀物・飼料の
合計輸出額は 26.1 億ドルに達した。これでもまだ日本向け輸出の半分以下の水準ではあるが、
2008 年の 1.2 億ドルに比べると 3年間で 21.9 倍という劇的な増加を示しており、今後の動向
に注目する必要があろう。
油糧種子及び加工品の輸出に目を転じると、かなりの部分が大豆によって占められているこ
とが知られる（第 5表）。2002 年の輸出総額は 102.5 億ドル、うち大豆が 56.8 億ドルで 55.4％
を占めていたが、2012 年には総額 357.0 億ドル、うち大豆が 246.1 億ドルで、構成比は 68.9％
に上昇した。10 年間の増加は総額で 3.5 倍、大豆は 4.3 倍に上り、穀物・飼料に比べても格段
に伸長したと言ってよい。
東アジア向け輸出については、上記の傾向がさらに著しい。2002 年から 2012 年の間に、油
糧種子及び加工品の輸出は 28.7 億ドルから 181.4 億ドルへ 6.3 倍、大豆輸出は 24.9 億ドルから
171.7 億ドルへ 6.9 倍の伸びを示した。大豆の構成比は、同期間に 86.7％から 94.6％へ上昇し
ており、当該地域向けの油糧種子及び加工品輸出は、今日ではほとんどが大豆と言っても過言
ではない。この爆発的な増加をもたらしたのが中国の輸入である。同国向け輸出は、同期間に
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第 4表　米国の対日・対中穀物・飼料輸出
世界計 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
とうもろこし 4,469.2 4,501.7 4,845.3 4,724.1 5,875.4 4,788.8 6,991.7 9,762.6 13,431.0 8,746.0 9,792.0 13,643.0 9,338.0
小麦 3,354.1 3,351.5 3,611.6 3,915.7 5,093.8 4,357.4 4,194.5 8,364.7 11,290.3 5,375.5 6,763.6 11,140.2 8,158.0
小麦製品 71.8 72.9 81.8 106.4 112.2 113.4 135.4 156.1 193.0 185.3 152.8 160.9 193.0
小麦粉 135.3 120.6 145.1 82.7 74.4 57.2 57.0 127.9 147.6 137.9 145.1 161.0 153.9
グレインソルガム 571.2 612.8 572.3 532.7 524.5 495.5 606.8 1,017.4 1,236.2 636.0 714.4 958.3 489.0
米 859.5 695.4 772.7 1,028.2 1,165.9 1,277.2 1,270.8 1,392.4 2,205.2 2,175.9 2,334.7 2,109.6 2,062.3
大麦 124.7 115.1 68.2 101.5 40.6 92.7 56.4 159.8 193.2 35.3 38.9 42.9 62.0
穀物加工品 293.8 361.9 482.9 535.4 564.1 679.5 891.5 1,179.8 857.3 836.6 818.0 885.9 1,021.1
飼料・添加物等 1,952.4 2,144.5 1,981.1 2,022.2 2,031.7 2,281.2 2,620.0 3,191.0 4,161.8 4,162.6 5,138.0 5,758.3 6,417.2
その他 1,118.4 1,159.7 1,170.6 1,331.3 1,492.6 1,633.0 1,691.7 1,876.6 2,291.1 2,373.4 2,581.9 2,895.6 3,092.0
合計 12,950.4 13,136.1 13,731.6 14,380.2 16,975.2 15,775.9 18,515.8 27,228.3 36,006.7 24,664.5 28,479.4 37,755.7 30,986.5
対東アジア （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
とうもろこし 2,079.8 2,073.0 2,121.0 2,124.8 3,041.3 2,398.4 3,249.2 4,211.2 6,820.0 4,680.5 5,305.6 7,276.9 5,212.7
小麦 772.9 793.2 868.3 859.4 1,445.3 954.8 944.5 1,492.4 2,472.5 1,402.5 1,415.0 2,424.8 2,294.7
小麦製品 7.8 8.5 11.8 15.3 15.8 20.6 22.3 25.9 38.8 34.1 30.1 31.1 35.5
小麦粉 1.6 1.2 1.5 1.3 3.1 1.6 1.4 6.0 17.0 3.3 3.3 2.8 2.9
グレインソルガム 97.4 99.7 122.5 128.9 90.0 131.1 137.9 97.6 108.0 103.2 125.0 74.5 32.4
米 134.3 94.2 137.0 176.6 218.5 186.3 220.4 248.1 262.4 490.9 375.1 447.0 334.8
大麦 39.3 52.6 31.0 51.7 16.2 43.9 30.6 94.3 145.3 6.1 5.0 2.2 20.6
穀物加工品 28.0 31.0 22.0 20.0 34.0 34.0 79.0 63.0 66.5 79.0 109.8 105.4 111.6
飼料・添加物等 793.3 788.3 820.4 851.0 817.0 897.8 1,021.7 1,183.4 1,408.4 1,543.6 2,213.0 2,268.1 2,860.9
その他 144.1 147.5 150.0 162.9 171.4 178.4 189.9 185.5 234.0 226.3 261.8 319.3 354.5
合計 4,098.5 4,089.2 4,285.5 4,391.9 5,852.6 4,846.9 5,896.9 7,607.4 11,572.9 8,569.5 9,843.7 12,952.1 11,260.6
対日本 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
とうもろこし 1,419.1 1,324.1 1,558.6 1,579.9 1,888.7 1,604.4 1,948.3 2,612.1 3,828.6 2,795.6 2,991.8 3,807.9 2,979.3
小麦 423.6 436.9 483.6 482.0 0.0 511.5 572.4 831.5 1,606.0 798.1 796.3 1,398.5 1,078.7
小麦製品 6.6 7.5 11.2 14.0 15.0 20.1 22.1 24.7 37.8 33.0 28.7 29.3 33.4
小麦粉 0.9 0.6 0.8 0.7 0.7 0.9 0.7 0.6 0.6 0.4 0.5 0.6 0.9
グレインソルガム 93.4 99.7 122.4 128.9 88.7 129.8 137.9 96.8 105.8 102.7 124.7 72.1 32.2
米 131.8 87.9 90.6 113.3 170.5 159.6 168.6 167.5 167.5 422.3 233.3 303.4 232.7
大麦 27.3 52.6 31.0 51.6 16.1 39.8 28.7 88.9 137.1 5.0 2.7 0.4 17.7
穀物加工品 13.7 18.0 13.9 11.1 20.2 13.6 12.9 16.1 23.9 34.6 57.1 59.2 63.4
飼料・添加物等 634.9 621.9 635.4 628.7 613.2 642.8 707.2 763.0 878.7 898.2 933.1 1,045.0 1,201.0
その他 91.6 97.4 104.7 109.6 634.8 119.0 127.1 120.1 150.3 137.8 141.9 151.0 146.8
合計 2,842.9 2,746.6 3,052.2 3,119.8 3,447.9 3,241.5 3,725.9 4,721.3 6,936.3 5,227.7 5,310.1 6,867.4 5,786.1
対中国 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
とうもろこし 0.0 0.0 1.9 L 0.1 0.2 6.2 8.9 0.8 48.1 278.1 842.8 1,309.7
小麦 17.8 21.4 25.9 35.3 495.1 78.7 22.5 6.1 0.1 86.9 40.5 160.2 213.5
小麦製品 L L 0.1 L 0.1 L L L 0.2 0.8 1.2 1.4 1.8
小麦粉 0.3 0.3 0.1 0.2 0.1 0.3 0.2 0.4 0.8 0.1 L L L
グレインソルガム 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0
米 0.3 0.2 0.8 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 3.6 0.6 5.3 0.3 0.2
大麦 6.0 0.0 0.0 L 0.0 L 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
穀物加工品 3.6 2.2 1.8 2.6 4.6 4.6 10.5 13.7 8.2 13.3 10.6 6.8 7.8
飼料・添加物等 14.5 19.4 20.6 31.1 16.7 27.3 27.1 53.3 79.3 236.2 740.4 635.7 978.3
その他 3.4 4.8 8.5 12.7 15.4 21.4 19.4 17.0 24.1 23.3 39.8 67.3 100.0
合計 49.9 48.3 59.7 82.0 532.2 132.6 86.0 99.6 119.1 409.3 1,115.9 1,714.5 2,611.3
注：統計上の不突合は四捨五入処理による。L は 5万ドル未満（四捨五入時 10 万ドル未満）を示す。
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats/ExpressQuery1.aspx）より作成。
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油糧種子及び加工品が 10.3 億ドルから 152.6 億ドルへ、うち大豆は 10.0 億ドルから 148.8 億ド
ルへと、ともに 15 倍近く増加しており、大豆の構成比は 97％で変わっていない。中国向け大
豆輸出の東アジア向け輸出に対する比率は、2002 年時点で 40.0％と半分にも満たなかったが、
2012 年には実に 86.7％まで上昇してきており、当該地域向け輸出の太宗を占めるほどに急激
な増加を遂げたのである。
日本向けの油糧種子及び加工品輸出も増加しているものの、そのペースは中国の比ではない。
2002 年の輸出は 9.9 億ドルでうち大豆が 8.3 億ドル（83.7％）、2012 年には 14.2 億ドルでうち
第 5表　米国の対日・対中油糧種子及び加工品輸出
世界計 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
大豆 5,258.1 5,402.6 5,677.2 7,959.9 6,667.6 6,273.6 6,935.6 9,992.1 15,430.9 16,423.2 18,610.8 17,590.0 24,605.7
大豆ミール等 1,276.5 1,494.9 1,344.4 1,273.4 1,303.3 1,488.0 1,666.5 2,164.6 3,200.9 3,500.6 3,515.5 3,218.6 4,864.7
大豆油 253.2 263.9 477.2 554.8 301.3 315.2 377.0 759.0 1,396.6 1,056.5 1,575.3 1,271.8 1,158.6
油糧種子粉末等 550.4 787.8 673.9 423.4 445.3 491.1 523.3 524.7 633.2 598.5 640.0 752.3 860.1
コーングルテン飼料等 589.8 599.1 554.7 601.5 601.6 515.8 522.0 526.7 743.5 476.8 585.0 730.9 760.1
べにばな油 18.2 17.9 18.8 14.2 17.9 19.1 18.7 19.5 23.5 30.3 32.4 23.4 33.2
その他 1,378.5 1,327.0 1,505.0 1,477.4 1,771.1 1,727.6 1,869.2 2,221.7 3,014.3 2,511.8 2,864.2 3,096.4 3,421.5
合計 9,324.7 9,893.2 10,251.2 12,304.6 11,108.1 10,830.4 11,912.3 16,208.3 24,442.9 24,597.7 27,823.2 26,683.4 35,703.9
対東アジア （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
大豆 2,416.2 2,340.8 2,488.4 4,537.3 3,921.3 3,686.5 3,973.5 6,085.8 9,761.4 11,273.4 12,957.8 12,461.3 17,166.4
大豆ミール等 87.2 90.3 59.2 100.2 84.3 176.3 197.4 251.8 264.3 280.4 287.0 286.7 265.0
大豆油 34.6 8.5 45.5 87.0 7.9 24.6 98.1 231.3 264.4 129.8 463.4 162.9 296.4
油糧種子粉末等 76.7 95.3 98.4 125.0 111.0 106.3 117.9 86.3 102.5 128.8 112.0 122.4 133.7
コーングルテン飼料等 45.0 36.3 29.8 33.4 43.7 40.3 31.5 33.5 69.7 60.6 44.4 32.4 34.1
べにばな油 15.6 16.0 15.7 11.8 15.6 15.1 16.0 17.7 20.3 19.3 21.0 15.4 22.6
その他 138.6 104.9 132.3 121.4 118.8 94.5 110.2 141.6 187.2 193.6 282.0 49.0 222.3
合計 2,813.9 2,692.1 2,869.3 5,016.1 4,302.6 4,143.6 4,544.6 6,848.0 10,669.8 12,085.9 14,167.6 13,130.1 18,140.5
対日本 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
大豆 757.8 724.1 826.7 950.2 1,005.2 806.1 854.1 1,096.1 1,356.4 1,083.4 1,125.4 952.9 1,126.0
大豆ミール等 62.0 68.5 38.0 82.1 67.5 147.1 117.8 137.9 173.5 159.7 185.4 194.5 149.6
大豆油 0.2 0.2 3.6 11.7 6.4 11.6 10.8 16.4 16.4 15.7 10.3 10.7 12.5
油糧種子粉末等 33.9 46.5 40.0 36.4 41.7 53.9 54.0 38.2 38.9 64.1 38.9 44.9 50.5
コーングルテン飼料等 25.5 22.8 15.1 15.7 20.9 21.9 12.5 17.3 36.7 32.1 20.9 15.6 11.9
べにばな油 15.5 14.1 15.6 10.7 15.3 15.1 15.9 17.7 20.2 19.0 19.4 15.1 22.1
その他 51.6 41.6 49.1 51.7 46.1 32.3 31.5 58.4 74.4 57.3 53.7 59.2 50.9
合計 946.5 917.8 988.1 1,158.5 1,203.1 1,088.0 1,096.6 1,382.0 1,716.5 1,431.3 1,454.0 1,292.9 1,423.5
対中国 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
大豆 1,007.7 1,012.5 995.8 2,888.8 2,328.8 2,249.0 2,531.9 4,117.4 7,259.7 9,193.7 10,863.8 10,507.4 14,877.6
大豆ミール等 L 0.2 0.0 0.1 0.1 L 0.1 5.0 0.3 1.8 0.7 0.9 2.3
大豆油 0.4 1.7 L 48.2 0.2 0.4 44.8 139.2 133.1 34.5 395.0 128.7 264.7
油糧種子粉末等 10.2 16.0 19.7 54.7 34.4 13.9 19.9 9.4 13.7 9.2 9.3 10.7 12.3
コーングルテン飼料等 0.8 L 0.2 0.0 L L 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 1.3 1.4
べにばな油 0.0 0.0 0.0 L L 0.0 L L L 0.2 1.3 0.3 0.1
その他 16.3 8.5 11.0 13.2 15.0 12.4 18.9 21.0 37.0 58.4 145.4 95.9 106.4
合計 1,035.4 1,038.9 1,026.7 3,005.0 2,378.5 2,275.7 2,615.6 4,292.0 7,443.8 9,300.6 11,415.5 10,745.2 15,264.8
注：統計上の不突合は四捨五入処理による。L は 5万ドル未満（四捨五入時 10 万ドル未満）を示す。
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats/ExpressQuery1.aspx）より作成。
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大豆が 11.3 億ドル（79.1％）となっており、10 年間の増加率は大豆で 36.2％、油糧種子及び
加工品全体でも 44.1％とそれなりの伸びを示してはいるが、米国の輸出相手国としてはかなり
影が薄い存在となってしまった。なお、大豆以外の品目について付言しておくと、日本向け輸
出では大豆ミール等が比較的多く、2012 年の輸出額 1.5 億ドル（10.5％）であったのに対して、
中国向けでは大豆油が第 2位の品目であり、同年の輸出は 2.7 億ドル（1.7％）となっている。
金額的には後者が前者を大きく上回っているにもかかわらず、各国向けの油糧種子及び加工品
輸出全体に対する構成比ではごくわずかな数値となってしまう点からも、中国向け大豆輸出の
規模の大きさが強く感じられる。
米国の農産物輸入については、首位の分類項目であって対東アジア貿易という観点からも重
要な園芸作物に着目したい（第 6表）。世界計の輸入額は、2002 年の 188.3 億ドルから 2012 年
には 420.5 億ドルへと、10 年間で 2.2 倍に増加した。2012 年の内訳で輸入が 10 億ドルを超え
る品目は、生鮮果実小計 76.7 億ドル（18.2％）、生鮮野菜 57.3 億ドル（13.6％）、ワイン・ワイ
ン製品 52.1 億ドル（12.4％）、果汁 19.0 億ドル（4.5％）、冷凍野菜 16.6 億ドル（3.9％）加工済
み果実 14.5 億ドル（3.5％）、保存処理済み野菜 13.5 億ドル（3.2％）であり、以上の品目小計
で輸入総額の 58.8％に達する。
東アジアからの園芸作物輸入は、前述のとおり金額的にはマイナーだが、同期間に 9.2 億ド
ルから 33.0 億ドルへと、世界計を超える 3.6 倍の伸びを示している。しかし、品目のバラエティ
はかなり少なくなり、2012 年の輸入が 1億ドルを超えるのは、果汁 6.3 億ドル（20.4％）、加
工済み果実4.3億ドル（13.1％）、保存処理済み野菜2.5億ドル（7.6％）、生鮮野菜1.5億ドル（4.6％）
の 4品目に限られる。こうした品目構成は中国からの輸入を反映するものであり、同年の輸入
総額 25.3 億ドルの内訳は、果汁 6.2 億ドル（24.6％）、加工済み果実 4.3 億ドル（17.0％）、保
存処理済み野菜 2.1 億ドル（8.4％）、生鮮野菜 1.4 億ドル（5.6％）と、ほぼ同様の構成となっ
ている。ただし、中国からの園芸作物輸入が 2002 年の 5.0 億ドルから 10 年間で 5.0 倍に急伸
していることは、記憶にとどめておく価値があると思われる。他方、日本からの園芸作物輸入
は、2012 年時点でも 3.3 億ドルときわめてわずかな水準であり、おそらく日本酒がかなりの部
分を占めるワイン・ワイン製品輸入 0.5 億ドル以外に、注意を払うべき品目はほとんど存在し
ない。
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第 6表　米国の対日・対中園芸作物輸入
世界計 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
生鮮野菜 2,060.3 2,358.8 2,426.7 2,877.9 3,254.6 3,448.8 3,835.5 4,119.9 4,291.1 4,159.4 5,197.6 5,691.4 5,731.5
冷凍野菜 666.0 701.7 738.3 872.9 1,012.4 1,015.4 1,102.1 1,250.2 1,412.1 1,376.8 1,371.0 1,573.3 1,655.7
保存処理済み野菜 620.7 677.3 731.5 825.9 943.0 1,008.7 1,075.5 1,133.5 1,194.4 1,148.1 1,223.7 1,329.9 1,350.9
生鮮果実・柑橘類 224.3 217.5 222.4 298.2 307.1 356.4 407.4 501.1 422.9 423.1 502.2 515.5 501.8
生鮮果実・瓜類 259.1 284.4 258.9 241.4 280.4 311.4 351.8 412.2 408.7 465.0 479.0 472.7 469.7
生鮮果実・落葉樹類 800.0 841.0 974.1 986.7 1,087.2 1,268.9 1,317.3 1,419.9 1,422.3 1,420.3 1,706.2 1,426.2 1,417.7
生鮮果実・上記以外 1,740.1 1,804.6 1,921.7 2,003.2 2,103.5 2,414.3 2,726.6 3,137.4 3,433.1 3,851.1 4,250.9 4,877.1 5,284.5
加工済み果実 475.1 472.7 541.7 627.9 686.7 749.8 876.8 1,003.8 1,152.7 1,099.5 1,160.4 1,343.4 1,450.8
冷凍果実 121.6 116.8 152.3 200.4 223.2 284.4 355.2 411.8 442.3 344.8 390.7 522.2 619.8
果汁 816.0 679.1 722.9 834.0 824.8 980.5 1,111.7 1,688.4 1,931.7 1,392.9 1,411.4 1,936.5 1,897.0
いも類 77.2 67.4 104.0 89.9 74.6 91.3 116.2 126.9 168.8 140.2 132.1 176.6 133.7
ワイン・ワイン製品 2,319.1 2,343.6 2,773.0 3,341.9 3,485.5 3,836.8 4,246.1 4,713.6 4,722.1 4,079.5 4,356.0 4,958.5 5,207.1
その他 6,568.3 6,717.3 7,272.0 8,801.9 10,437.6 11,530.0 12,438.1 13,177.5 14,042.2 13,038.2 14,392.2 15,665.5 16,327.8
合計 16,747.8 17,282.2 18,839.5 22,002.2 24,720.6 27,296.7 29,960.3 33,096.2 35,044.4 32,938.9 36,573.4 40,488.8 42,048.0
対東アジア （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
生鮮野菜 4.5 9.8 26.9 30.4 47.7 62.9 82.5 110.4 88.3 76.5 131.1 114.8 151.1
冷凍野菜 19.2 18.1 20.1 23.3 35.9 39.5 56.1 74.3 82.1 87.6 81.4 91.0 86.6
保存処理済み野菜 84.5 94.7 97.4 116.0 131.4 143.7 152.4 196.7 223.5 193.7 211.9 233.5 250.7
生鮮果実・柑橘類 0.4 1.4 1.0 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.1 0.3 0.1 0.8 2.1
生鮮果実・瓜類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
生鮮果実・落葉樹類 15.0 18.1 19.5 17.9 15.9 23.6 31.7 44.2 36.1 35.3 31.1 33.1 33.9
生鮮果実・上記以外 3.2 3.3 5.0 5.7 8.0 10.1 9.6 9.8 8.3 6.0 7.6 7.6 10.2
加工済み果実 54.5 66.1 90.6 136.6 144.6 179.1 211.4 291.7 347.1 332.7 354.6 403.2 433.5
冷凍果実 0.4 0.6 1.3 2.4 5.3 12.0 15.4 9.4 7.4 5.4 6.7 6.8 6.1
果汁 40.1 38.1 61.5 103.7 169.4 188.7 209.8 439.1 672.7 356.7 382.4 551.2 628.0
いも類 0.1 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ワイン・ワイン製品 14.7 15.9 18.4 22.3 28.5 32.5 35.2 37.8 43.5 39.9 46.3 52.9 51.3
その他 515.0 536.2 580.3 607.7 700.0 778.2 919.4 1,029.9 1,167.0 1,120.3 1,339.1 1,543.0 1,643.8
合計 751.6 802.6 922.3 1,066.3 1,287.1 1,470.7 1,723.8 2,243.6 2,676.2 2,254.3 2,592.3 3,037.9 3,297.3
対日本 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
生鮮野菜 1.0 1.0 1.5 1.9 1.9 3.3 3.9 3.7 5.1 4.0 3.8 4.4 4.9
冷凍野菜 0.4 0.4 0.5 0.7 1.0 0.9 0.8 0.8 0.9 1.1 0.8 0.8 0.7
保存処理済み野菜 14.9 14.0 14.6 14.9 15.0 14.7 14.7 14.2 15.1 16.9 19.3 18.7 16.7
生鮮果実・柑橘類 0.2 0.4 0.0 0.4 0.4 0.4 0.2 0.3 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0
生鮮果実・瓜類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 L L 0.0 0.0 0.0 0.0
生鮮果実・落葉樹類 1.4 1.1 1.1 1.3 1.1 1.4 1.3 1.3 1.0 0.7 0.6 0.1 0.2
生鮮果実・上記以外 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
加工済み果実 1.1 0.8 0.9 0.9 0.9 0.9 1.2 0.9 1.1 1.2 1.5 1.7 1.3
冷凍果実 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
果汁 0.1 0.3 1.0 0.7 0.9 0.6 1.3 0.9 1.3 0.8 1.2 1.6 1.3
いも類 0.1 0.2 0.2 L L 0.0 0.0 L 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ワイン・ワイン製品 12.5 13.0 14.5 16.6 21.8 26.4 28.5 32.7 38.6 34.8 40.3 46.0 45.5
その他 180.5 171.2 178.2 176.2 175.6 186.0 201.3 186.1 208.0 218.4 243.5 263.3 258.9
合計 212.2 202.4 212.5 213.6 218.5 234.5 253.2 241.0 271.2 278.1 311.0 336.6 329.5
対中国 （百万ドル）
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
生鮮野菜 3.1 8.5 24.2 27.5 45.0 58.7 77.5 103.9 79.1 68.3 123.5 107.5 143.1
冷凍野菜 15.6 16.5 18.8 21.6 34.2 37.8 54.5 72.4 80.2 84.8 79.4 88.6 84.1
保存処理済み野菜 44.0 59.3 65.4 84.7 101.5 114.6 122.9 165.7 185.3 158.8 172.2 195.8 213.7
生鮮果実・柑橘類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.2 1.2
生鮮果実・瓜類 N N N N N N N N N N N N N
生鮮果実・落葉樹類 3.7 3.6 3.3 4.4 0.1 0.2 8.4 18.4 12.5 10.1 6.2 7.4 5.6
生鮮果実・上記以外 0.2 0.1 0.2 0.2 2.2 5.5 5.4 6.4 4.8 3.4 4.4 4.9 7.9
加工済み果実 51.9 63.6 87.9 134.6 142.2 176.4 208.1 288.8 344.4 330.1 351.4 399.9 431.2
冷凍果実 0.4 0.6 1.3 2.4 5.2 12.0 15.4 9.4 7.3 5.4 6.7 6.7 5.7
果汁 39.4 36.5 54.9 101.4 166.2 185.7 203.4 433.5 667.1 352.8 379.0 547.1 623.1
いも類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ワイン・ワイン製品 0.9 1.1 1.1 1.2 1.6 1.2 1.2 1.5 1.4 1.2 1.2 1.1 1.3
その他 176.9 197.6 245.5 277.4 362.3 403.1 503.9 613.1 721.0 664.1 810.8 953.7 1,016.4
合計 336.0 387.3 502.7 655.4 860.5 995.2 1,200.7 1,713.0 2,103.2 1,679.1 1,934.9 2,312.9 2,533.3
注：統計上の不突合は四捨五入処理による。L は 5万ドル未満（四捨五入時 10 万ドル未満）、Nはデータが存在しないことを示す。
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4．主要品目別二国間貿易分析
以上の分析を踏まえ、日本および中国に対する米国の輸出農産物のうち主要品目について、
さらに数量・金額の両面から詳細な分析を加えておきたい。日本向けとうもろこし輸出は、
2000 年代に入って金額的には増加傾向にあったが、数量的にみると 1500 万トン前後で安定的
に推移していた（第 1図）。この間、国際的な穀物価格急騰時に輸出額が 38.3 億ドルまではね
上がった 2008 年は例外としても、2000 年代初頭に 15 億ドルを下回っていた輸出額が 2010 年
には29.1億ドルに達しており、とうもろこしの輸出価格が一貫して上昇してきたことがわかる。
2010 年以降、日本向け輸出量は減少を続けており、2011 年には 1291 万トン、2012 年には
1001 万トンまで落ち込んでいるが、同年の輸出額は 29.8 億ドルと 2010 年とほぼ同じ水準に張
りついており、輸出価格は上昇傾向が続いている。
日本向け小麦輸出は、2000 年代前半には安定的に推移していたが、後半に入ってから著しく
変動するようになった（第 2図）。2000 年の輸出は 318 万トン・4.2 億ドル、2006 年には 300
万トン・5.7 億ドルとなっており、輸出量は 300 万トン前後で横ばいであったが輸出額が微増
していることから、小麦価格もすでにこの時期からじわじわと上昇していたことがわかる。
2007 年以降は数量・金額とも大きく変動し、2008 年の穀物価格急騰時に加えて、2011 年にもピー
クを記録しており、輸出量は過去最高の 371 万トンに達した。2012 年にはやや落ち着く傾向を
示し、339 万トン・1.1 億ドルの輸出となっているが、価格は 1 トン 318 ドルと高止まりで、
200 ドルを下回っていた 2000 年代前半に比べると、はるかに高い水準を維持している。
日本向け大豆輸出に目を転じると、おおむね数量的には減少傾向、金額的には増加傾向を示
第 1図　米国の日本へのとうもろこし輸出
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats）より作成。
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していることが知られる（第3図）。輸出量のピークは2002年で 375万トン、同年の輸出額は8.3
億ドル、価格は 1トン 220 ドルであった。その後輸出量は 2005 年まで減少、一時的に回復す
るが 2008 年から再度減少し、2011 年には 178 万トンまで低下してしまった。2012 年はやや回
復し 194 万トンを輸出しているが、輸出額は 11.3 億ドル、価格は 1トン 580 ドルと、2000 年
代前半の 2.5 倍を超える高価格水準を示している。
日本の米輸入は、ミニマムアクセス米の輸入が年間 77 万玄米トンでほぼ安定的に推移して
第 2図　米国の日本への小麦輸出
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats）より作成。
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第 3図　米国の日本への大豆輸出
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/ustrade）より作成。
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おり、米国のミニマムアクセス米輸出契約数量は 36 万トン前後の水準にあるが、これに自由
輸出米が加わることから、実際の日本向け輸出には若干の年次変動が見られる（第 4図）。輸
出量のピークは 2005 年で 42.4 万トン、輸出額は 1.6 億ドルで、価格は 1トン 377 ドルであった。
2012 年の輸出は 34.2 万トン・2.3 億ドルで、価格は 1トン 680 ドルまで高騰しており、やはり
2008 年の穀物価格急騰以降は高止まりの傾向にある。
米国から中国への最大の農産物輸出品目は大豆であり、2000 年代後半に数量・金額とも急増
を遂げた（第 5図）。2002 年まで 500 万トン程度に過ぎなかった輸出量は、2003 年以降 1000
万トン前後にほぼ倍増し、2008 年以降は急拡大している。10 年間の変化をみると、2002 年の
輸出 486 万トン・10.1 億ドルに対して 2012 年は 2620 万トン・149 億ドル、数量で 5.4 倍、金
額では実に 14.9 倍と、まさに劇的な増加を記録した。大豆にもまして爆発的な急増の渦中に
あるのが、中国向けのとうもろこし輸出である（第 6図）。2008 年まで同国ではとうもろこし
がほぼ自給状態にあったとみられるが、米国からの輸出は 2009 年の 17.5 万トンを皮切りとし
て、2010 年 145.5 万トン、2011 年 272.8 万トンと年々伸長し、2012 年には 436.6 万トンに達し
た。この間、輸出額も 0.5 億ドルから 13.1 億ドルへと上昇し、その増加はわずか 3年間で数量
が 24.9 倍、金額では 27.3 倍にも上る。
かねてより、中国経済の急成長によって食糧需要の拡大と食の高度化が進展し、将来的に飼
料需要の急拡大が生じる可能性が指摘されてきたが、2000 年代後半に入ってこうした予測がい
よいよ現実のものとなり、農産物輸入によって需給ギャップを満たさなければならない状況に
追い込まれていることが、これらの品目の輸出急増に如実に示されている。同時に、中国向け
の飼料・添加物輸出が増加し、先述のとおり 2012 年の輸出額が 9.8 億ドルにまでに達してい
第 4図　米国の日本への米輸出
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats）より作成。
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る点も、ここで改めて想起されるべきであろう。また大豆については、飼料需要とともに植物
油原料としての用途も見逃すことができない。油糧種子及び加工品の中国向け輸出では、大豆
が圧倒的首位で大豆油が第 2位であったが、輸入された大豆はそのまま飼料になる場合もあれ
ば、大豆油に加工され副産物が飼料に向けられる場合もある。いずれの場合も、畜産物および
油脂分の消費が拡大していることを反映する動きであり、中国の今後の経済成長ペースに合わ
せて、さらなる輸出拡大の可能性が潜在していると考えるべきであろう。
第 5図　米国の中国への大豆輸出
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats）より作成。
第 6図　米国の中国へのとうもろこし輸出
出所：米国農務省資料（http://www.fas.usda.gov/gats/）より作成。
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結語
以上の分析を要約し、今後の研究課題を示すことで、本稿の結びに代えたい。
米国にとって東アジア地域は、農産物輸出の 3分の 1以上を占め、北米を上回る重要な農産
物貿易のパートナーである。他方、米国の農産物輸入に占める比率は 2012 年でわずか 5.7％を
占めるに過ぎないマイナーな存在であり、米国と当該地域の農産物貿易は米国側のほぼ一方的
な出超状態にある。
日本に対する米国の農産物輸出の内訳では穀物・飼料が半分弱に上っており、同年には 43％
を占めた。金額的には 2000 年代に入って増加傾向にあるが、数量的には頭打ちか、品目によっ
ては減少しているものもみられ、この間の穀物価格高騰を反映している。総じて、日本向けの
農産物輸出に大きな構造的変化は見られず、米国にとって安定的な輸出相手国として今日もな
お重要な存在と考えられる。
これに対して、米国の中国向け農産物輸出は近年急激に増加しており、2009 年には金額ベー
スで日本向けを凌駕、2012 年の輸出額は 259 億ドルと日本向け 135 億ドルの 2倍弱の水準にま
で到達した。分類項目別内訳では油糧種子及び加工品が突出した存在であり、同年の輸出額の
6割を占めている。そのほとんどが大豆で、とくに 2000 年代後半から急速に同国向け輸出が増
加してきた。また、過去 3年ほどでとうもろこしの輸入も急拡大してきており、同国の食糧消
費拡大と食の高度化に起因する飼料需要の拡大を反映した動きとして注目されると同時に、米
国にとって今後のさらなる輸出拡大の可能性を示している。
以上の分析により、日米・米中間の農産物貿易の基本構造をひとまず描き出すことができた
と考える。さらに進んで日米中 3国間の農産物貿易構造を総合的に把握するためには、本稿で
得られた知見を基礎としつつ、「失
ミッシング・リンク
われた環」である日中間農産物貿易の分析へと歩を進めな
ければならないが、残された紙幅にはその余裕がない。別稿の課題としたい。
注
１） 米国農務省データベース（http://www.fas.usda.gov/gats/ExpressQuery1.aspx）による。ちなみに、
商務省センサス局のデータによれば、2012 年の食料・飼料・飲料輸出は 1328 億ドルで、財輸出総額 1
兆5612ドルの8.5％を占め、財貿易収支赤字7415億ドルに対して226億ドルの黒字を計上している。U.S. 
Department of Commerce, “U.S. International Trade in Goods and Services October 2013（FT-900）”, 
released on December 4th, 2013, p.6.
 なお、以下の行論におけるデータは、とくに記載のない限りすべて農務省のデータベースによる。
２） 東アジア地域に含まれるのは、中国、香港、日本、韓国、北朝鮮、マカオ、モンゴル、台湾。
３） カナダ及びメキシコ。
４） 2013 年 11 月現在 EUを構成する 28 ヵ国のデータが、過去にさかのぼって集計されている。
（ 本稿は 2013 年度国際地域研究所重点プロジェクト「日米中経済関係の変化と国際経済秩序
に関する研究」の研究成果の一部である。）
